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１．事業概要

１．研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 9 4 年４月2 3 日退官記念誰減会

「朱雀門が建つ」 細兇啓三

「私の奈良学」 鈴木嘉吉

( 2 ) 1 9 9 4 年５月１４日第7 4 回公開講演会

「日本庭園の近代一京都・画家と庭とのかかわり

を中心に－」小野健吉

「考古情報の視覚化」 森本晋

( 3 ) 1 9 9 4 年１０月2 9 日第7 5 回公開講演会

「平城宮南辺官簡の調在成果から」

－式部省と兵部省の構造一小灘毅

一式部省・兵部省対･ 等化への道一渡辺晃宏

( 3 ) 1 9 9 4年1 0月１１１
平城宮跡第2 5 2 次( 左京七条一坊

十六坪）内田和伸

水落遺跡第７次西口涛生

l l l H l 寺第９次黒崎『貞

平城宮跡第2 5 3 次( 左京七条一坊

' 一 六坪）長尾充

平城宮跡第2 5 4 次（左京七条一坊

十六坪）岩永省三

本薬師寺参道花谷浩

1994年１０月1511

1994年12j l l H

1994年12月l ７Ｉｌ

(4)

(5)

(6)

( 7 ) 1994年２月2５１．１

( 8 ) 1994年３ｊｌｌ８Ｉｌ

平城宮跡資料館・遺構展示館（見学若数）

( 新規）

( 新規）

( 継続）

( 新規）

現地説明会

( 1) 1994年５月１９E1. 20F｜

( 2 ) 1 9 9 4年６月１日～３１１

盗料館は1 9 7 0 年度、遺描展示館は1 9 6 3 年度以降の累計

藤原宮跡第7 5 次一k 原典人

平城富跡第2 4 6 次( 右馬寮）

小灘毅

2 . 1 9 9 4 年文部省科学研究費補助金による研究

般研

励研

験研

新
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試

研究成果公開推進撒

圃際学術研究

計

件

件

件
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２
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9３

新

継

新

継

新

継

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

新

継

新

新

新

新

砿目

重点領域( 1 )

重点領域( 2 )

一般研究( A ）

一般研究( B ）

一般研究( c ）

ﾉノ

ノノ

ノノ

ノノ

ノノ

奨励研究( A ）

ﾉノ

ノノ

試験研究( B ）

研究成果公開推進費

〃

国際学術研究

計

研究課題

遺跡探在法の総合的開発研究

集落・埋納遺跡の探在

解析凶化およびコンピュータ・グラフィックによる古代都城遺跡

の比較研究

常時微動測定による･ 占建築の椛造安定性に関する研究

都城・圃分寺・国府・三関・その他の寺院における八世紀同施粁

瓦の系統的研究

古代における銅生産の考古学的研究

和鏡の生産と流通一出土鏡・鋳造遺跡からみた考古学的考察一

古代度戯衡の系訓

古代の地方端末における官簡遺跡の研究

弥生時代と古墳時代の祭j l i Uの比較研究

画家による近代風庭圃の系譜

古代の金製および銀製金工I 梢の材質と製作技法に関する材料科学的研究

東アジアにおける古代ガラスの材質変遷からみた交易・流通システム

設計規格からみた各地の大型前方後円噛の研究

数溌化による弥生時代打製石器の型式学的研究

近世城跡に立地する近代化遺産の保存に関する研究

わが国古代の稲作農耕研究における生物考古学的手法の開発

二条大路木簡データベース

古代史の謎に挑戦するl f I 然科学（研究成果公開発表）

日本都城と中国都城との出土文物による比較研究

中国長白l l I の巨大噛火の年代と環境への影響に関する年輪年代学術的研究

21件

研究代表将

西村康

西村康

町田潅

内田昭人

山崎信二

小池伸彦

杉1 1 1 洋

西１１蒋生

l l III ' 敏史

岩永肴三

小野健吉

村上隆

肥塚隆保

岸本直文

森本悪

内田和伸

工楽善遮

町田章

田中琢

田中琢

光谷拓突

交付額（千｢ ' １）

1１，３００

６，７００

５，０００

３，９００

５００

１，２００

１，１００

１，２００

1, 300

７００

７００

６００

１，０００

９００

９００

1, 000

１，０００

4, 540

10, 500

13, 500

２．６００

7０，１４０

区分

1994年

梁計

安料館

5６，９１４

1, 355, 014

遺構展示館

5３，６２２

1, 694, 426

計

110, 536

3, 049, 440



l l l j も幸久

３．飛鳥資料館の運営

展示

第一展示室常設展示

増改築のため1 9 9 4 年６月3 0 F 1 まで閉館

1 9 9 4 年７月１日工率完成により開館

入館者数（1 9 9 4 . 7 . 1～1 9 9 5 . 3 . 3 1開館Ｒ数2 3 3 F I ）

４．埋蔵文化財センターの研修・指導

研修

理蔵文化財の保謹に盗することをＩｌ的として主に地

特別展示等

春期研究展示増改築工事のため中止

秋期研究展示「飛鳥の－と」

1994. 10. 4- 11. 24（５５１１間）

特別講演会

199 4年１０月８Ｒ

「飛鳥の調在をふりかえって」

1994年１１月５Ｆ１

－「大化改新Ｉと飛鳥京の政治一

I I 1I I 1琢

（平成５年1 2 月６ＦI より平成６年６月3 0 日まで増改

築工事のため休館）

普及

インフォメーションルームにおいて観覧者の質問に

応じている。特別展示の刊行物として「飛鳥の－と」

を刊行した。閲覧室に査料を増冊した。

陳列品購入

猿石

方公共団体の埋蔵文化財保謹行政拙当若を対象に次の

研修を実施した。

三内丸1 1 1 遺跡小牧野遺跡

盛岡城跡湯舟沢1 1 遺跡

一里塚遺跡多蛍城跡

発掘調査・保存整備等指導

北海道ピリカ遺跡高砂地区遺跡手宮洞窟常呂

遺跡北黄金貝塚福1 1 1 城

青森県

岩手県

宮城県

9４

区分

一般

研修

専

門

研

修

特

別

研

修

課程

－般課程

遺跡探交課程

保存科学基礎課程

文化財源真課程

遺跡測量課程

環境考古課程

遺跡保存整備課程

寺院官荷遺跡調査課程

埋蔵文化財基礎課穏

城郭調査課程

製鉄辿跡調査課程

人骨調査課礎

内容

遺跡の発掘調在に関する基礎的な知識

と技術の研修

遺跡の探究に関して必要な専門的知識

と技術の研修

遺物の保存に関する保存科学的な基礎

知識と技術の研修

埋蔵文化財の写真撮影等に関して必要

な専門的知識と技術の研修

遺跡の測最に関して必要な専門的知識

と技術の研修

古環境復原研究のために必要な専門的

知識と技術の研修

遺跡の整備に関して必要な専門的知識

と技術の研修

古代寺院・官術遺跡の調禿研究に関し

て必要な専門的知識と技術の研修

埋蔵文化財行政を狐当する上で必要な

遺跡・辿物に関する基礎的知識の研修

城郭調盗に関して必要な専門的知識の

研修

製鉄遺跡の調在研究に関して必要な専

門的知織と技術の研修

遺跡から出土した人骨の調査に関して

必要な基礎的知識の研修

担当室

研究指導部

発掘技術研究室

遺物処理研究室

情報盗料室

測欣研究室

考古計i I I I i 研究室

保存工学研究室

集落遺跡研究室

保存工学研究室

測鹸研究室

集落辿跡研究室

発掘技術研究室

実施期Ｈ

７月５１１～８月１０F Ｉ

５月2 4 F １～６月２日

６月１４日～６月2 8 日

８月171 : I ～９月１３日

９月20日～10月１９FＩ

１１月２９Ｈ～12月161- 1

１月1 8 日～２月９日

２月１５日～３月1 日

４月２０日～４月２８円

５月１０日～５月１７日

10月２５Ｈ～10月281 - 1

３月７日～３月l ６Ｈ

研修

日数

3７

1０

1５

2８

3０

1８

2３

１５

９

８

４

1０

了

数

修

者

3４

１０

1６

1８

Ⅳ

｜

邪

1７

2８

2９

3３

3２

2３

区分

一般

高・大生

小･ 中生

計

個人観覧

2０，３６３

3, 486

3, 950

2７，７９９

団体観覧

８，２８３

８，４９８

1３，４６１

3０，２４２

有料

5８，０４１

料

４，２９３

合計

6２，３３４



２．前年度までの刊行物

奈良国立文化財研究所学報

秋田県

福島県

茨城県

栃木県

新潟県

蔑山県

府川県

岐阜県

払H 1 柵跡秋川城跡

二本松城跡慾｢ I 寺跡根岸遺跡

平沢官衝遺跡

那須官街関連遺跡法界寺跡

八幡林遺跡小泊須悪器窯跡群

北代遺跡

七尾城跡奥原峠遺跡須紳蝦夷穴I l i 境

寺平遺跡撮飯大塚古城江馬氏航跡杉崎

廃寺片I i l 廃寺

賎機11 1古墳遠江l 玉1分寺跡大知波l l l l : 廃寺跡

柳ケ坪遺跡三河| : １首1 分寺跡市道遺跡束畑

廃寺跡

長若屋敷遺跡城之越遺跡細生廃寺

甲1 1 1 古墳安土城跡木村･ 占墳群大規膜遺

跡

物渠女車塚古墳恭仁京跡火覚寺御所跡

I l j 坂瓦窯跡梅谷瓦窯跡

金' 1 1 古墳心合寺1 1 1 古墳新池埴輪製作遺跡

池鳥・福万寺遺跡

' 祇陳|遺跡太市i l 11 I f 城群有年1%〔I l l 1 I I 遺跡

袴狭遺跡篠i 1 1 城跡凹求女塚占戦赤穂城

姫路城西条古墳群北山古墳群二郎宮の

前遺跡

酒船布遺跡ナガレ山占墳大野寺ｨ i 仏勝

間川城跡内I l l 瓦窯

梶' ' 1 古墳不入間世跡

穴神横穴墓群後谷Ｖ遺跡

岡1 1 1 城跡術' ' １松' ' 1 城跡大川茶雌世跡

内遺跡中世城館遺跡草戸下･ l l r l : 遺跡前原

遺跡

仁馬1 1 1古墳茶F I l I l I I i 境反登銅' 1 1跡大板

1 1 ' たたら製鉄遺跡

九屯城跡讃岐' 1 § 1 分寺跡右岡- Ｉ１ｆ城群

井手束ｌ遺跡柴佐池古墳来住廃寺寓前

川北斎院遺跡

大野城跡太宰府1 1 城門鴻雌館跡平塚川

添遺跡

塩謹屋城跡

原の辻遺跡職島海底遺跡

鞠将城

安岡寺遺跡屯塚占墳

倒術・郡簡・古寺跡範囲確認調在この原遺

跡西都原占戦群

知念城跡今ＡＩ} 仁城跡糸数城跡織判刺

仲原遺跡

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原宮跡のt E l 有化

を進めており、1 9 7 2 年度から当研究所が文化庁から支

出委任を受けて買収‘ 催務を狐当しているが、1 9 9 4 年度

の状況は下記のとおりである。

1 9 5 4 1 第１Ⅲ仏師運慶の研究

静岡県

愛知県
1 1 ．図書及び資料

図書1 5 1 , 1 4 0 冊 ( １９９５．３．３１）

１

■

。

。

、

ｐ

１

Ｌ

、

”

叩

服

叱

〈

．

、

叫

叩

哩

到

寵

伽

以

三

滋

1 9 5 5 1 雛3 1 1 1 1 ．文化史論鎧

京都府

大阪府

兵庫県
写真5 4 5 , 7 8 2 （1 9 9 4 年度末）

Ⅲ、研究成果刊行物

１．１９９４年度刊行物

奈良県

埋蔵文化財ニュース刊行

第7 8 号保存科学関連設備と保存科学に携わる人興の

ｉ淵在

鳥取県

島根県

間' 11県

広島県

11111県

香川県

愛媛県

福岡県

佐斑県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

1 9 5 9 1第8 1 1 1 1．文化史論推1１

第９Ⅲ川原寺発掘調究報告

１９５４第1 1 1 1 1 ．仏師連座の研究

第2 1 1 1 1 ・修学院離宮の復原的研究

１９５５節3 1 1 1 1．文化史論鎧

１９５６第４冊奈良時代僧房の研究

１９５７第5 1 1 1 ・飛鳥寺発掘調在報告

１９５８第６冊’ ' ' 1 1 t 庭1判文化史

第７冊典棉寺食堂発掘澗盗報杵

１９５９第8 1 1 1 ．文化史諭推Ⅱ

第9 1 1 1 1 川原寺発掘調在報告

１９６０第1 0 1 1 1 1 ．平城宮跡雛一次・伝飛鳥板蓋宮跡発

伽調盗報告

１９６１第1 1 冊院の御所と御堂一院家建築の研究－

１９６２第121111．巧匠ｌＩＩＩ弥陀仏快慶

第1 3 1 1 1 ・漉殿造系庭閲の立地的考察

第1 4 冊ｌｌｆ招提寺職「レース」と「金屯舎利

第2 1 1 1 1・修' ，j ﾉ : 院離宮の復原的研究

沖細り, ！

9５

1 9 5 6 第４冊奈良雌代僧房の研究

1 9 5 7 第5 1 1 1 ・飛鳥寺発掘調在報借

５．その他

委員会等

第2 0 同飛鳥資料館運営| 弥瀧会

1 9 9 4 年７月１８Ｒ於飛烏盗料館

平城・飛鳥藤原宮跡調在悠術指媒委員会

1 9 9 4 年５月3 ０．３１１１於平城宮盗料餓誰唯

1 9 5 8 第６冊ＩＩ１１Ｉｔ庭1 判文化史

第７冊典隔寺食堂発掘I 洲盗報杵

第1 3 1 1 1 ・漉殿造系庭閲の立地的考察

第1 4 冊ｌｌｆ招提寺職「レース」と「金屯舎利

1 9 6 0 1 第1 0 1 1 1 1 ．平城宮跡雛一次・伝飛鳥板蓋宮跡発

伽洲在報告

1 9 6 1 1 第1 1 冊院の御所と御堂一院家建築の研究一

19621第121111．巧匠ｌＩＩＩ弥陀仏快腿

塙称

学報第 5 4 冊、ド城京左京二条二坊・長屋王

邸・藤原麻} 塑. } 邸一発州1 1 調侮報告

第5 5 1 1 1 ｝飛鳥藤原寓発掘調杏n 両飛鳥

水落遺跡の調在．．

史料第４( ) 冊l I I l l I 寺出上建築部材集成

第４l 1 I l l ・平城京木簡一一

報杵神等1 9 9 3 年度平城寓跡発掘調部発掘調炎概報

唯烏．藤原寓跡発掘調在2 ４

平城桝発伽調在出．ｋ木簡概報２８

平城寓発掘調在出土木簡概報2 ９

似Ｉ録・I I f 代の形

藤原京創都1 3 0 0 年特別股

区分

1994年度

衆計

脈別

ｨⅡ瀧i Iド

洋，I ド

和漢１１ド

洋『|}：

購入

1, 934

5８

5４，７９６

5, 867

帯贈

6, 092

1０９

8８，６４２

1, 835

計

8, 026

]６７

143, 438

７，７０２

区分

1994年度

' 1 1 布地合計

面

5，４９５．０３

3４９，２０９．８６

金額

279, 987, 594

2５，２４９，１４６，０７４

年度 名称



塔」に関する研究

第1 5 冊平城宮発掘調蚕報告Ⅱ

官術地域の調査

１９６３第１６冊平城宮発掘調査報告Ⅲ

内裏地域の調在

1 9 6 5 第１７冊平城宮発掘調査報告Ⅳ

官簡地域の調査

第1 8 冊小堀遠州の作事

１９６７第1 9 冊藤原氏の氏寺とその院家

1 9 6 9 節2 0 冊名物裂の成立

1 9 7 1 第2 1 冊研究論集1

1 9 7 3 第2 2 冊研究論集1 1

1 9 7 4 第2 3 冊平城宮発掘調査報告Ⅵ

平城京左京一条三坊の調在

第2 4 冊高山一町並調査報告-

1 9 7 5 第2 5 冊平城京左京三条二坊

第2 6 冊平城宮発掘調査報告Ⅶ

第2 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告’

第2 8 冊研究論集Ⅲ

節2 9 冊木曽奈良井一町並調秀報告-

1 9 7 6 第3 0 冊五峰一町並調査の記録－

１９７７第3 1 冊飛鳥・藤原宮発掘調恋報告I ’

第3 2 冊研究論集Ⅳ

第3 3 冊イタリア中部の- 1 1 1 岳集落における

民家調査報告

第3 4 冊平城宮発掘調秀報告I X

1 9 7 8 第3 5 冊研究論集Ｖ

第3 6 冊平城宮整備調査報告1

1 9 7 9 第3 7 冊飛鳥・藤原宮発掘調査報告Ⅲ

第3 8 冊研究論集Ⅵ

1 9 8 0 第3 9 冊平城宮発掘調査報告Ｘ

1 9 8 1 第4 0 冊平城宮発掘調査報告Ⅲ

1 9 8 4 第4 1 冊研究論集Ⅷ

第4 2 冊平城宮発掘調査報告皿

第4 3 冊日本における近世民家（農家）の系

統的発展

1 9 8 5 第4 4 冊平城京左京三条二坊六坪発掘調在報

告

1 9 8 6 第4 5 冊・薬師寺発掘調査報告

1 9 8 8 第4 6 冊平城京右京八条一坊十三・‐ | ･ 四坪発

掘調在報告書

第4 7冊研究論集V l l l

l 9 9 0 第4 8 冊年輪に歴史を読む－日本における古

年輪学の成立一

第4 9 冊研究論集Ⅸ

第5 0 冊平城宮跡発掘調査報告智X I I I

l 9 9 2 第5 1 冊平城宮跡発掘調査報告書虹Ｖ

第5 2 冊西隆寺発掘調査報告書

１９９３第5 3 冊平城宮朱雀門の復原的研究

奈良国立文化財研究所史料

年度 名 称

１９５４１第１冊南無阿弥陀仏作善集（複製）

１９５５１第２冊西大寺叡尊伝記集成

善集（複製）

集成

誌編１

集成

南無阿弥陀仏作

西大寺叡尊伝記

仁和寺史料寺

俊乗坊重源史料

1 9 6 3 1 第３冊仁和寺史料寺誌編１

１９５４第１冊

１９５５第２冊

１９６３第３冊

１９６４第４冊1 9 6 4 1 第４冊俊乗坊重源史料集成

鵬

1966

1967

1969

19‘ 0

1974

1975

1976

1977

1978

1９７９

1980

1９８１

１９８２

1983

1984

1985

1988

第５冊

第６冊

第５冊

第７冊

第８冊

第９冊

第10冊

第11冊

第１２冊

第13冊

第14冊

第１５冊

第16冊

第17冊

第18冊

第19冊

第20冊

第21冊

第22冊

第23冊

第24冊

第25冊

第26冊

第27冊

第28冊・

第２9冊

第3 0冊

第31冊

1 9 8 9第3 2冊

1991第33冊

第34冊

第35冊

１９９２第3 6冊

第37冊

1 9 9 3第3 8冊

第3 9 冊

平城宮木簡１図版

仁和寺史料寺誌編２

平城宮木簡１解説（別冊）

唐招提寺史料１

平城宮木簡２図版・解説

日本美術院彫刻等修理記録Ｉ

日本美術院彫刻等修理記録１１

日本美術院彫刻等修理記録Ⅲ

藤原宮木簡１図版・解説

日本美術院彫刻等修理記録Ⅳ

日本美術院彫刻等修理記録Ｖ

東大寺文書目録第１巻

日本美術院彫刻等修理記録Ⅵ

平城宮木簡３図版・解説

藤原宮木簡２図版・解説

東大寺文書目録第２巻

日本美術院彫刻等修理記録Ⅷ

束大寺文書目録第３巻

七大寺巡礼私記

東大寺文諜月録第４巻

束大寺文書目録第５巻

平城宮出土墨書土器集成１

束大寺文書目録第６巻

木器集成図録一近畿古代編一

平城宮木簡４図版・解説

興福寺典籍文書目録第１巻

I l I 内浦男考古資料１冥福寺貝塚盗

料他

平城宮出土墨書土器集成I I

l l I 内浦男考古資料２

山内清男考古資料３

山内清男考古資料４

山内清男考古資料５

木器集成図録一近畿原始編一

掩鐘実測図集成（上）

焚鐘実測図集成（下）

山内清男考古盗料６

奈良国立文化財研究所基準資料

年度

1973

1974

1975

1976

1978

1979

1980

198３

名称

第１冊瓦編１解説

第２冊瓦編２解説

第３冊瓦綱３

第４冊瓦編４

第５冊瓦編５

第６冊瓦編６

第７冊瓦編７

第８冊瓦編８

第９冊瓦編９

飛鳥資料館図録

年度 名 称

飛鳥白鳳の在銘金銅

飛鳥白鳳の在銘金銅

日本古代の墓誌

日本古代の墓誌銘

１９７６第１冊

第２冊

１９７７第３冊

１９７８第４冊

1 9 7 6 1 第１冊飛鳥白鳳の在銘金銅仏

, 9771鯛駕畏鰯金銅仏銘文麓

１９７８１第４冊日本古代の墓誌銘文篇



l 99C

l 991

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

冊

５

６

７

８

９

ｍ

ｕ

皿

喝

皿

応

肥

Ⅳ

旧

的

加

幻

躯

羽

劉

妬

恥

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

古代の誕生仏

飛鳥時代の古墳一高松塚とその周辺一

日本古代の鵬尾

山、寺展

高松塚拾年

渡来人の寺一栴隈寺と坂田寺一

飛鳥の水時計

小建築の世界一埴輪から瓦塔まで－

藤原一半世紀にわたる調在と研究一

日本と練国の塑像

飛鳥寺

飛鳥の澗造物

寓葉乃衣食住

壬申の乱

古墳を科学する

聖徳太子の世界

仏舎利埋納

法隆寺金堂壁画飛天

Ｆ１本祥紀を掘る

飛鳥時代の埋蔵文化財に関する一考察

飛鳥の源流

飛鳥の工房

飛鳥稲淵宮殿跡地区 5, 041ｍ：

' 979

1980

1981

1982

1983

建物

１．庁

34, 829ｍ：

3４，３９１，２
舎

1992

1984

1985

1986

1987

1988

1９８９

9７

2 ．宿舎等

喧要文化財Ⅱ{ 米谷家住宅

飛鳥安料館宿舎

438ｍ3

213ｍ：

225 , 3

Ⅵ施設

土地

奈良国立文化財研究所所管

本庁舎

飛鳥藤原宮跡発掘調禿部

飛鳥資料･ 館

郡山宿舎ロ

飛鳥査料館宿舎

文化庁所管（関･ 係分）

平城宮跡地区

藤原宮跡地区

Ⅳ定員

主要工事

( 1 ) 平城寓跡地等整備 f ｆ千 I ' ］

平城寓跡束院復原平成６年度工聯8 1 , 3 7 0

平城宮跡束院復原木材加工場仮設工事2 5 , 7 5 0

平城寓跡朱雀門復原平成６年度［事3 9 1 , 4 0 0

平城脚跡朱雀門木材保符庫新憐工事2 4 , 7 2 0

平城富跡東方官簡地区整備工率９８，１５９

平城宮跡馬寮地区環境終備工事9 6 , 3 0 5

藤原寓跡環境整備平成６年度. i 郡４５，１１４

( 2 ) その他

（試験研究灘､ 各所修繕費､ 国府文化財保存蝶備f l i ）

平城寓跡遺物解析処理棟改修工蛎3 0 , 9 0 0

平城寓跡第３収蔵川i 保存科学窒分逓盤改修. に‘ ｉｆ

５，２５３

飛烏安料館囲障改修 . [ 事 5 , 1 5 0

特別史跡l I I I l I 寺跡悠備工事7 6 , 2 2 0

Ｖ予算（1 9 9 4 年度）

４７，８９０ｍ！

8, 860ｍ：

２，５１５ｍ；

１７，０９２ｍ１

８０ｍガ

1, 343ｍ‘

1, 438, 321ｍ：

1, 084, 071ｍ’

349, 209ｍｍ

人件磁

運営没

事業管理

一般研究

特別研究

発掘調在

宮跡整備管理

飛鳥資料館運営

埋蔵文化財センター運営

本庁舎維持管理等経費

飛鳥藤原富跡発掘調杢部運営

施設費

平城宮跡等整備費

各所修繕費

計

707, 960Ｔ･円

１，１７８，０７１

７，５２８

６１，２４０

270, 491

５４９，４２８

７２，８７１

５２，３８８

７３，２６５

６６，８５６

２４，００４

679, 717

６６７，３５５

１２，３６２

２，５６５，７４８

Ⅶ人事異動（1 9 9 4 . 4 . 1～1 9 9 5 . 3 . 3 1）

４月１１Ｉ奈良国立文化財研究所陵に採用' ' ' ' ' １琢

庶務部長に昇任板賦茂信

庶務部庶務課便補佐に昇任ＩｌｌＩＩＩＩＩ出男

庶務部庶務課庶務係便に外任金野忠司

庶務部会計課経理係経理主任に昇任

北川博之

平城富跡発掘調在部遺椛調在室便に外征

川岸常人

埋蔵文化財センター教務室長に昇任

西彩憲二

庶務部会I 汁課施設係に転任松井敏夫

建造物研究室長に転任天川起雄

埋蔵文化財センター研究指導部保存工学研

究室長に恢任加藤允彦

Ⅸ分

1 ｆ勝宝

研究･ 終理龍

盗料･似' 11繕ミ

会縦室

‘ ; ル 唯

腿示霊

が典室

復原建物

辿柵鵬示顎

』 l ［叩

倉庫･収蔵I ' Ｉｉ

研修陳

その他

訓

本庁舎

ｍ２

６８

１９

２

３

０

３

7９

８

１２

１６

７３

６．７２１

平城

ｍｚ

1７６

２，４６４

３８４

８６４

６６７

７４７

１，５６３

608

7, 376

1, 979

1６，８２８

藤

ｍｚ

１９７

１，２０５

３８３

１２９

２１０

２５４

１４９

3 5 2

2, 041

1, 506

6, 426

飛鳥

盗料館

ｍ３

108

125

131

４９

１３２

1, 361

7８

９４

69 6

1, 606

1, 380

藤原

宮跡

ｍｚ

３６

3６

計．

ｍ２

９

３

５

６

６

９

３

７

３

８

６

６

０

４

１

３

１

２

７

７

４

６

３

３

１

０

０

２

５

５

７

４

９

７

５

１

２

４

８

９

▽

ｆ

９

９

９

■

＃

９

１

５

１

２

１

１

０

１

６

１

3４，３９１

区分

1994年度

1995年度

指定職 行政職( ･- ）

2２

2２

行政〕職｡

１

研究

6２

6２

計

8６

8６



７j l l 6 H

田

藤

川

吉

伊

村

退職

退職

退職

事務補佐貝（庶務部庶務課）に採用

藤原伊奈美

研究補佐員（飛鳥藤原宮跡発掘調査部）に

採用羽鳥幸一

平城宮跡発掘調在部主任研究官に配慨換

岩永椅三

飛鳥藤原宮跡発掘調森部主伍研究官に配祇

換 上原真人

飛鳥藤原宮跡発掘調査部考古第二調在室に

配設換次山淳

文化庁記念物課文化財調在官に転任

本中真

商知大学人文学部助教授に転任森公牽

京都国立近代美術館庶務課長に転任

臼井阿明

京都大学医学部附属病院総務課長補佐に転

任 宮谷浩

大阪大学医学部附属病院総務課職員掛長に

転任美濃越進

大阪大学医学部附属病院管理課用度第二掛

主任に転任林正一郎

名古屋大学施設部設備課督理掛に転任

小圃秀彦

平城宮跡発掘調在部主任研究官に昇任

玉１１１芳英

平城寓跡発掘調在部主任研究官に外任

渡辺晃宏

飛鳥藤原宮跡発掘調交部主任研究官に昇任

島Ⅲ敏男

庶務部会計課川度係長に外任市原稔三

東京近代美術館フイルムセンター主幹補佐

に昇任小林雅文

埋蔵文化財センター教務室に配置換

宍戸雅子

庶務部会計課に配慨換港悦子

埋蔵文化財センター研究指導部に配祇換

岩永恵子

事務補佐員（庶務部庶務課）に採用

西井千恵

死亡天田起雄

辞職西井千恵

埋蔵文化財センター教務室教務係授に昇任

高畑孝雄

建造物研究篭主任研究官に転任村田健一

飛鳥藤原宮跡発掘調在部遺椛調森室に配殻

換藤川盟児

京都大学木質科学研究所会計掛長に転任

川崩保夫

事務補佐員（庶務部庶務課）に採用

柳谷香英

辞職牛川喜幸

辞職大脇潔

辞職1 1 1 岸常人

退職松沢亜生

退職木全敬蔵

退職藤原伊奈美

Ⅷ組織規定

文部省組織令（抜粋）

昭和5 9 年６月2 8 Ｆ１政令第2 2 7 号

第２章文化庁

第３節施設等機関

（施設等機関）

第１０８条文化庁長官の所聴の下に､ 文化庁に同立岡語

研究所を置く。

２前項に定めるもののほか、文化庁に次の施設等機

関を置く。

（中略）

国立文化財研究所

（国立文化財研究所）

第１１４条同立文化財研究所は､ 文化財に関する調森研

究、資料の．作成及びその公表を行う機関とする。

２国立文化財研究所には、支所を置くことができる。

３国立文化財研究所及びその支所の籍称、位祇及び

内部組織は文部省令で定める。

７月１日

文部省設置法施行規則（抜粋）

昭和2 8 年１月1 3 日文部省令第２号

第５素文化庁の施設等機関

第４節国立文化財研究所

第１款名称及び位置

（名称及び位置）

第1 1 6 条の９国立文化財研究所の名称及び位粧は､ 次

の表に掲げるとおりとする。

9８

代

武

弘

倒

和

８月１Ｆ１

第２款奈良国立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良国立文化財研究所に、所長を置く。

２所侵は、所務を掌理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に、庶務部､ 建造物研

究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘調森部及び

飛鳥藤原宮跡発掘調杢部を置く。

２前項に定めるもののほか、奈良倒立文化財研究所

に、飛鳥査料館及び埋蔵文化財センターを置く。

（庶務部の分課及び事務）

第1 2 5 条庶務部に、次の二課を淡く・

一庶務課

二会計課

２庶務課においては、次の事務をつかさどる。

一職員の人事に関する事務を処理すること。

二職員の福利厚生に関する事務を処理すること。

三公文書類の接受及び公印の管守その他庶務に関

すること。

四この研究所の所挙事務に関し、連絡調整するこ

９月１日

９月８ＦＩ

９月221: ’

1 0 月１日

1 0月２０日

３月３１日

名称

東京国立文化財研究所

奈良国立文化財研究所

位殻

東京都台東区

奈良県奈良市



と。

五この研究所の所掌に係る遺構及び遺物の保全の

ための鋳術に関すること。

六前各号に掲げるもののほか、他の所堆に属しな

い躯務を処理すること。

３会計課においては、次の事務をつかさどる○

一予算に関する事務を処理すること。

二経灘及び収入の決算その他会計に関するツネ務を

処理すること。

三行政財産及び物I Y 1 の脅理に関する事務を処理す

ること。

四庁舎及び設備の維持、符理に関する調務を処理

すること。

五庁内の取締りに関すること。

第1 2 6 条削除

（建造物研究室等の事務）

第1 2 7 条建造物研究室においては､ 建造物及び伝統的

建造物群に関する調炎研究を行い、１t びにその結果

の公表を行う。

２歴史研究室においては、考古及び史跡､ 1 t ぴに歴史

資料に関する調森研究を行い、並びにその結果の公

表を行う。

（平城宮跡発掘調森部の六室及び事務）

第1 2 8 条平城宮跡発掘調在部に、考~I l f 第一調在室、考

古第二調在室、考古第三調禿室、遺椛調在篭、計測

修餓調在室及び史料調企察を綴〈。

２前頭の各室においては、平城寓跡に関し、次頂か

ら第６項までに定める事務を処理するほか、その発

掘を行う。

３考古第一調査室、考古第二調在室及び考古第三調

在室においては、別に定めるところにより分狐して、

遺物( 木簡を除く。）の保存蝶理及び調在研究並びに

これらの結果の公表を行う。

４遺‘ 隣調在室においては、遺構の保存整理及び調禿

研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５計測修景調査室においては、遺構の計測及び修欺

並びにこれらに関する調在研究並びにこれらの結果

の公表を行う。

６盗料調在室においては、木簡の保: 仔悠理及び調在

研究、史料の収集及び調在研究並びにこれらの結果

の公表を行う。

（藤原寓跡発掘調査部のI J L l 室及び事務）

第1 2 9 条飛鳥藤原宮跡発掘調在部に考古第一調在叢、

考古第二調在室、遺椛調ｲ f 室及び史料調在韮を撒く。

２前頭の各室においては、藤原宮跡及び飛鳥地域に

おける宮跡その他の遺跡に関し、次頂から第５頃ま

でに定める泰務を処理するほか、その発掘を行う。

３考古第一調秀室及び考古第二調在察においては、

別に定めるところにより分担して、遺物（水前を除

く。) の保存整理及び調在研究並びにこれらの結果の

公表を行う。

４遺櫛調在室においては、辿櫛の保存整理及び調盗

研究、遺構の計測及び修餓並びにこれらに関する調

在研究並びにこれらの結果の公表を行う○

５史料調在室においては、木簡の保存整理及び調査

研究、史料の収集及び調禿研究並びにこれらの結果

9９

の公炎を行う。

（飛鳥盗料館）

第1 3 0 条飛鳥資料館においては､ 飛烏地域の歴史的迩

抵及び文化財に関し、国民の理解を深めるため、こ

の地域に関する考・占盗料、歴史盗料その他の安料を

収集し、保管して公衆の観覧に供し、あわせてこれ

らに関する調在研究及び事業を行う。

（飛鳥盗料館の館長）

第1 3 1 条飛鳥盗料館に、館便を慨〈。

２館優は、館務を紫理する。

（飛鳥資料館の二篭及び事務）

第1 3 2 条飛鳥盗料館に、所務室及び学芸室を淡く°

２庶務室においては、飛鳥盗料館の庶務、会計等に

関する事務を処理する。

３学芸業においては、次の事務をつかさどる。

一飛鳥地域に関する考古資料、歴史黄料、建造物、

絵i l I I i 、彫刻、典維古文譜その他の盗料の収集、

保符、展示、模が、模造、が真の作成、調炎研究

及び解説を行うこと。

二飛鳥地域に関する図番、が真その他の盗料の収集、

終理、保将、腿, 、閲覧及び調在研究を行うこと。

三唯烏安料館の. o I f 業に関する出版物の編集及び刊行

並びに瞥及宣伝を行うこと。

（雌蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋職文化財センターにおいては､ 次の事務を

つかさどる。

一埋蔵文化財に関し、調在研究及びその結果の公

表を行うこと。

二埋蔵文化財の調在及び保存整理に関し、地方公

共剛体の埋蔵文化財調在関係職典その他の関係将

に対して、専門的、技術的な研修を行うこと。

三埋蔵文化財の調禿及び保存; 悠理に関し、地方公

共剛体の機関その他関係の機関及び剛体等の求め

に応じ、専門的、技術的な指導及び助ｉｆを行うこ

と。

Ｉノリ埋蔵文化財に関する情報盗料の作成、収集、整

理、保管及び調在研究を行い、１t ぴに地方公共Ｉｊｌ

体の機関その他関係の機関及び付| 体等の求めに応

じ、その利川に供すること。

（埋蔵文化財センターの長）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに長を淡く・

２前頂の便は、蝿蔵文化財センターの覗務を掌理す

る。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センターに、教務篭、研究指導部

及び情報安料･ 龍を殻〈。

（教務室の事務）

鰯1 3 6 条教務鎧においては､ 研修の実施に関する事務

を処理するほか、埋蔵文化財センターの庶務に関す

る蛎務をつかさどる。

（研究指導部の六室及び事務）

第1 3 7 条研究指導部に、考古計i I I I i 室、集落史跡研究

宗、発掘技術研究室、遺物処理研究窪、測垂研究室

及び保存. [ 学研究案を満〈。

２考I l i 計i I I I i 研究室においては､ 第1 3 3条第１号から第

３－号までに掲げる聯務（他の室の所堆に属するもの



幸田恵理子｜蛎務補佐貝

を除く。）をつかさどる。

３集落遺跡研究室においては、集落遺跡に関し、第

1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務（発掘技

術研究室、遺物処理研究室、測最研究室及び保存工

学研究室の所掌に属するものを除く。）をつかさど

る。

４発掘技術研究室においては、遺跡の発掘技術に関

し､ 第1 3 3 条第１号から節３号までに掲げる事務をつ

かさどる。

５遺物処理研究室においては、遺物の処理に関し、

第1 3 3 条第１号から節３号までに掲げる事務をつか

さどる。

６測量研究室においては、埋蔵文化財の測賦に関し、

第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務をつか

さどる。

７．保存工学研究室においては、遺跡の保存整備に関

し､ 第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる事務をつ

かさどる。

（情報資料室の事務）

第1 3 8 条情報資料室においては、第1 3 3 条第４号に掲

げる事務をつかさどる。

（客員研究員）

第1 3 9 条奈良国立文化財研究所に客員研究員を殻〈

ことができる。

２客員研究員は、所長の命を受け、奈良国立文化財

研究所において行う調交研究に参画する。

３客員研究員は、非常勤とする。

惟松保｜文部技官施設係挺（兼任）

板迩義信｜文部堺務官部長

清水功｜文部事務官課長

田I l 1 H 出男｜文部小務官課長袖佐

西ＩⅡ他三｜文部郡務官専門靴貝平城眼務

金野忠司｜文部聯務官庶務係長

庶務人頭八木済隆文部躯務官

庶務大西和子｜聯務補佐貝

庶務綿本良一f ･ ｜事務補佐貝

庶務新宮恋子｜聯務補佐貝

庶務中風呂恭代｜躯務捕佐興

桝谷弄災｜事務洲佐口 庶務

本１１１満代｜覗務袖佐口 似111$盗料

中川かよ子｜噸務補佐貝 図秤盗料

図群資料１１' 垣睦美事務補佐貝

石川千恵子研究補佐貝 公開

奥村功技能補佐貝 保守

萩原が郁文部蛎務官諜圧

紺谷優｜文部事務官課長補佐

i 度 泌碓史｜文部技官課長補佐

笹松保｜文部技官専門職Ⅱ 施設

挫井雅樹｜文部噸務宮専門職風藤原 . ﾘ f 務

市原稔三｜文部那務官経理係長

北川博之｜文部躯務官経理主任

港悦子｜覗務補佐貝 経理

森本はぎ子｜期f 務補佐風 総理

小林玉徒｜噸務補佐貝 経理

改正 昭和4 3 年６月１５日文部省令第2 0 号

昭和4 5 年４月１７日文部省令第1 1 号

昭和4 8 年４月1 2 ｢ Ｉ文部省令第６号

昭和4 9 年４月1 1 日文部省令第1 0 号

昭和5 0 年４月２円文部省令第1 3 号

昭和5 1 年５月1 0 日文部省令第１６号

昭和5 2 年４月1 8 日文部省令第1 0 号

昭和5 3 年４月５日文部省令第１９号

昭和5 3 年９月９ロ文部省令第3 3 号

昭和5 5 年４月５１１文部省令第１４号

昭和5 5 年６月2 5 日文部省令第2 3 号

昭和5 8 年1 0 月１日文部省令第2 5 号

昭和5 9 年６月3 0 日文部省令第3 7 号

昭和6 3 年４月８１１文部省令第１２号

中嶋呂士｜文部那務官用度係長

森昭彦｜文部蛎務官用度主任

飯Ⅲ儒男｜文部技官』幻' 1 i 腿 ' ' 1j i Iﾉ叩逆転

上村敬子｜躯務補佐貝 度用

用度

職員（1 9 9 5 年７月１円現在）

歴史

松井敏夫｜文部技官施設主任

上垣内茂樹｜文部技官 施設

永井和代｜事務補佐貝 施設

施設ＩＩｌＩＩ由佳｜事ﾗ 勝補佐貝

中埜博｜技術補佐貝 施設

木村勉｜文部技官室捜 破築

村川健一｜文部技官主 ･ 圧研究官｜延築

浅川滋男｜文部技官（併任） 建築

小野健吉｜文部技官（併任） 出跡庭園

脇川敏男｜文部技官（併任） 建築

i 慨田盟児｜文部技官（併任） 建築

綾付宏｜文部技官室長 歴史

西１１蒜生｜文部技官（併任） 考古

橘本挺則｜文部技官（併任）

加藤真二｜文部技官

森本晋｜文部技官（併任〕 考古

渡辺晃宏｜文部技官（併任） 歴史

圃杵勲｜文部技官（併任） 考古

町川章｜文部技官部長

平

城

富

跡

発

掘

訓

炎

部

小林謙一｜文部技官室長 考古

臼杵勲｜文部技官 考古

玉田芳英｜文部技官（併任）

考古

毛利光俊彦｜文部技官室長 琴古

立木修｜文部技官（併任） 考古

考古

100

板迩義信文部覗務官部長

清水功文部事務官課長

田1 l 1 H出男文部那務官課長補佐

西1 1 I 健三文部那務官専門靴貝

金野忠司文部聯務官庶務係長

八木済隆文部蛎務官

大西和子難務補佐Ⅲ

福本良子事務補佐貝

新宮恵子事務補佐貝

t l 1 風呂恭代事務補佐貝

桝谷需英事務補佐貝

本Ｉｌ１竃代事務補佐貝

中川かよ子噸務補佐旦

巾垣睦美事務補佐貝

石川千恵子研究補佐貝

奥村功技能補佐貝

萩原が郁文部蛎務官諜奨

紺谷催文部事務官課長補佐

渡過康史文部技官課長補佐

位松保文部技官専門職且

機井雅樹文部那務宮専門職貝

市原稔三文部聯務官経理係長

北川博之文部瓶務官経理主任

港悦子覗務補佐貝

森本はぎ子：r l f 務袖佐興

小林玉美率務補佐貝

中嶋凸士文部鞭務官用度係長

森昭彦文部蛎務官用度主任

飯H1 儒男文部技官』| " ' １i 良

上村敬子難務補佐貝

幸田恋理子覗務補佐貝

惟松保文部技官施設係挺（兼任）

松井敏夫文部技官施設主任

上垣内茂樹文部技官

永井和代事務補佐貝

ｌＩＩＩＩ由佳事務補佐貝

中埜博技術補佐貝

木村勉文部技官室長

村川健一文部技官主･ 圧研究官

浅川滋男文部技官（併任）

小野健吉文部技官（併任）

脇川敏男文部技官（併任）

藤田盟児文部技官（併任）

綾村宏文部技官室長

西１１瀞生文部技官（併任）

橋本挺則文部技官（併任）

森本晋文部技官（併任）

渡辺晃宏文部技官（併任）

圃杵勲文部技官（併任）

町川章文部技官部長

小林謙一文部技官室長

臼杵勲文部技官

加藤真二文部技官

毛利光俊彦文部技官室長

立木修文部技官（併任）

玉田芳英文部技官（併任）

平城班務

庶務人事

庶務

庶務

庶務

庶務

庶務

図沸盗料

凶沸安料

図群資料

公開

保守

施設

藤原蛎務

経理

経理

経理

r l 肋叩逆転

用度

用度

施設

施設

施設

施設

延築

延築

延築

世跡庭圃

建築

延築

歴史

考古

歴史

考古

歴史

考古

考古

考古

考古

考古

考古

考古

平

城

富

跡

発

掘

訓

炎

部

所属 氏名

' ' ' ’ ' １琢

官 職

文部技官所長

担当

［

庶

務

部

庶

務

課

会

計

建

造

物

研

究

篭

歴

史

研

究

室

考

打

薙

一

畑

嘩

顎

考

曲

塞

一

諏

髭

鞭



零務

認

宍戸雅子｜蛎務補佐貝

蛎務総括( 併任】

１０１

考

古

鋪

三

洲

在

塞

山崎信二

岸本頂文

岩永省三

小群毅

町川章

長尾充

箱崎和久

浅川滋男

商瀬要一

内田和伸

平潔毅

小野健吉

舘野和己

古尾谷知浩
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